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高齢者人口が世界的に急激に増加している中で，本邦の高齢化率は 2020年時点で
世界で最も高く，今後さらに上昇を続けると推計されている。そのような状況を受け，
老年精神医学の重要性が増し，高齢者の精神疾患に関する研究が進み，若年期から成
年期の精神疾患との違いに関する知見が集積し，日々の診療に生かされている。しか
しながら，平均寿命の延伸に伴って増加している 80歳台後半以降の超高齢期の精神
疾患に関する知見は十分とは言えず，その診断，治療，ケアなどについて迷うことが
多く，たとえば薬物療法に関して，効果が出にくい，副作用が出やすい，アドヒアラ
ンスが悪い，などの問題がより顕著となる。これらの背景に，超高齢者の心理社会的
および生物学的な特徴が関与していると思われ，それらについての知見が集積しつつ
ある。米国の研究では，超高齢者の心理社会的特徴として，女性が多い，貧困の割合
が高い，教育年数が少ない，寂しさ(loneliness)をより感じている，年齢を重ねること
に否定的な認識を有する，などの傾向があることが報告されている。超高齢者の脳病
理については，アミロイド β蛋白集積は減少し，血管性変化，タウ病理，TDP-43病
理が増加することや混合病理を呈する例が最も多くなる傾向が明らかになっている。
以上から，超高齢期の精神科診療においては，生物学的にも心理社会的にも，一般的
な高齢者とは異なった特徴を有する可能性を念頭に置いた対応が必要になると思われ
るが，それらに関する知見は未だ十分とは言えない。
本特集では，超高齢期の精神疾患の生物学的および心理社会的な特徴とそれに基づ

いた対応について，おのおのの疾患の第一人者に解説していただく。超高齢期の精神
疾患をここまで網羅的に論じた企画は過去になく，その意義は高いと思われる。
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